
各回定員
100名

2014.8.8 金
※午前中は大変こみあいますので、午後にご参加いただくことをおすすめいたします。

①11:15～12:15 ②13:55～14:55

寝たきりへの挑戦̶理学療法士の役割
若い皆さんにはピンと来ないかもしれませんが、「寝たきり」は誰にでも起こりえる大変恐ろしい状態です。

「寝たきり」はどのような原因で起こり、どんな恐ろしさがあるのでしょうか ? 本講義では、「寝たきり」の

原因と心身への影響を理解し、「寝たきり」からの脱出方法について理学療法士がどんな役割を担っている

のか、具体的に示し、その可能性について考えてみたいと思います。

講義室15（4階）

①12:10～13:10 ②14:50～15:50 網本　和　教授



画像診断は、CT や MRI を中心に、近年の医学の発展の中で最も進歩した領域の一つです。命に関わる疾患で画像診断
が行われないことはまず考えられません。その高度に進歩した領域を支えるのが、放射線科医であり、診療放射線技師
であり、看護師です。本講演では、放射線医学の実際についてその概要を紹介します。是非、皆さんには、最新医学を
実践するチーム医療の仲間になって頂けることを期待しています。( 古川 )
私は、「古典的な物理現象を先端医療に !」をモットーに、古くから知られている天然岩石や鉱物の物理特性を利用した
放射線検出器の開発に携わっております。当日は、動画にて “岩石が発する不思議な光” をご覧いただき、この光を利
用した最新の放射線イメージングデバイスについてご紹介いたします。( 眞正 )

教育・研究環境が整っていることはもちろんのこと、業界屈指の就職率を誇る本学科で、診療放射線技師を目指してみ
ませんか ? 大学進学率も高く、高度医療専門病院の放射線専門技師や医学物理士、そして放射線化科学の発展に寄与す
る研究者・教育者のリーダーを目指す多くの学生が頑張っております。

2014.8.8 金

講義室 2（1階）

古川　顕　教授　　眞正　浄光　准教授

①11:10～12:10 ②13:20～14:20

放射線医学•診療を支えてくれませんか!
/“石”で放射線を測る～先端医療への応用～

石油系溶剤を含まないインキを使用しています


